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【背景】脳虚血障害において Na+, K+-ATPase 活性は低下することが知られている。そ
れにより Na+/Ca2+交換系も障害されるため、細胞内 Ca2+濃度の上昇から神経細胞死が











を行った。 PBI (0, 40, 100, 200 mg/kg/day) は再灌流 90 分後に初回の投与を行い、そ
の後 6 日間連続投与した。 虚血７日後に神経学的、 組織学的評価を行った。また正常
ラットにおける PBI 投与後の非観血的動脈圧測定と、脳中 BDNF の測定を行った。 
 
【結果】100 および 200 mg/kg/day 群において、対照群と比較して 24 時間後に神経学
的所見の改善を認めた(P = 0.0005, 0.004)が、7 日後では神経学的、 組織学的所見の改
善に有意差はなかった。正常ラットにおいて、高用量 PBI 群でコントロール群、低用
量群と比較して血圧低下を認めたが、血圧は正常域であった。また有意ではないが、
PBI の用量依存性に脳中 BDNF の上昇を認めた。 
 
【結論】本研究において我々は、PBI の経口投与では脳虚血障害に対して十分な神経保
護作用を得るのが困難であることを初めて明らかにした。その原因として PBI が植物
の抽出物で、含有成分が投与経路や吸収を制限していることが考えられる。しかし、
PBI の主要成分を用いて投与時期/経路を検討することにより効果が得られる可能性は
高いと考えられ、本研究によって今後検討すべき方向を示すことができたと考える。 
 
 
